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はじめに

ジョージ・ ピーコック (George Peacock)は 、ケンブリッジ大学在学中

にバベッジ(Charles Babbage)、 ハーシェル (」.RW.Herschel)ら とともに

設立した 「解析協会」(Analytical Society)の 、主要なメンバーの一人であ

った。

ピーコックが 1830年 に発表 した『代数学』 (И ルθ尻おθοん鶴
"b″
)は当

該分野に大きな影響を与えたものとして知 られているが、その影響の大き

さに比 して ピーコックの人とな りや、『代数学』の位置づけについてはあま

り知 られていないのが実情である。実際にピーコックについての伝記的な

著作や ピーコックの業績の全貌を検討 した論文等は私見する限 り皆無であ

る。

ピーコックによる 「算術的代数」と 「記号的代数」に関する具体的な議

論については、筆者は既に 1830年 版『代数学』序文を検討 しているが、『代

数学』本文の主張を確かめる必要があることは言 うまでもない。ここでは

ピーコックの 1830年版『代数学』本文における第 1章及び第 2章 におけ

るピーコックの主張について考えてみたい。

1 ジョージ・ ピーコックについて

ジョージ・ ピーコック (George Peacock(1791‐ 1858))は英国の数学者

で、1809年にケンブリッジ大学の トリエティ・カレッジに入学 し、在学中

にチャールズ・バベ ッジ、ジョン・ハーシェル らとともに解析協会を設立

し、大陸で発展 していた解析学を英国に導入 しようとした。
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1818年 には王立協会のフェローになったピーコックは、1837年 にケン

ブリッジ大学における天文学のロウンディーン教授 (Lowndean Professor

ofAstronomy)に 選出されている。

1817年 にはケンブリッジ大学の トライポスの Examinerや Moderator

とな り、それまでニュー トンが用いていた記号に代わ り、 トライポスにラ

イプニッツによる記号を初めて導入 した。

1839年 にイー リーの主席司祭 (Dean of Ely)に就任 し、死去するまでそ

の地位にあった。

ピーコックの主な業績 としては、次のようなものがある。

(1)『代数学』 Иルθ慶おθο″んな分″ 1830(1巻 本),1842,1845(2巻 本 ).

(2)“A Report on the Recent Progress and Actual State of Certain

Branches of Analysis"(I,cPο rι οF ι力θ ZLレグ Meθting οF`力θ British

Иssοθルιゴο″ Far∠′7′″θθ″θ′ι OF Scie″θθ fカノご′ιこあ″br」i′″ ゴ″ fθθθ,

1834).

(3)“Arithmetic",ル のアθ」年,′θ″′施 しropο〃勉″′,1845。

2 ジョージ・ ピーコック『代数学』について
ピーコックの主著である『代数学』は、1830年 に刊行 された 1巻本 と、

1842年、 1845年 に刊行された 2巻本がある。また後年刊行 された 2巻本

には、それぞれ 「Arithmetical Algebra」 と「Symbolic Algebra」 という

副題が付いている。また、それぞれには序文があるが、1830年刊 と後年刊

行の物 とは、全 く異なったものになっている。

筆者はバベッジによる未刊行の手稿である “Essays on the Philosophy

of Analysis"に ついて活字化 を行い、内容について研究を進めているが、

ダビー(J.M.Dubbey)は その著書 劉%腸 泌θ
“
′J」 iθaノ ″br々 οF θル r′θs

3"ろaF中 でバベッジの手稿 とピーコックの『代数学』序文について、そ

の類似性について言及していることに注 目した。そのダビーが言及 してい

るピーコックの『代数学』序文は、 1830年 刊のそれである 1。

あわせてダビーはバベ ッジとピーコックの類似性について論 じる内容の

キーワー ドとして、「提示の科学」(Science Of Suggestion)と 、「等 しい形

1 」.NII.Dubbey, rЪθ Maιヵθコ′ticaノ ″bri〆 Charies Babbagθ (Cambridge:Cambridge
Univ.Press,1978)pp 100‐ 109.
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式の不変性の原理」(The Permanence of Equivalent Forms)を 指摘 してい

ることに注意を払っている。

既に筆者はピーコックの『代数学』について発表 しているが、それ らは

次のとお りである

(1)「 ジョージ・ ピーコック『代数学』序文について」

京都大学数理解析研究所 2012年 8月

(2)「 ジョージ・ ピーコック『代数学』(1830)に ついて」

津田塾大学数学 0計算機科学研究所 2013年 10月

このうち (2)に ついて付け加えておきたい。 ピーコックの『代数学』は

1830年 に 1巻本 として刊行 された後 に、 1842年及び 1845年 に 2巻本 と

して 刊 行 され た こ とは既 に述 べ た とお りで あ る。 また そ れ らには

「Arithmetical Algebra」 と「Symb01ic Algebra」 という副題が付いてお

り、その区別が明確になっていることも前述 したとお りである。 ところが

初刊本である 1830年刊のものはどのようにこれ らが区別 されているので

あろうか という疑間に対 し、主に第 3章 の“Observations upon the Arst

Principle and Fundamenta1 0peration if Algebra"に 記述されている内容

について発表を行 ったものである。

これ らについてはそれぞれ論文として既にまとめてお り、それ らは参考

文献のとお りである。

3 ジョージ・ ピーコック『代数学』 (1830)の第 1章及び第 2章 について
『代数学』 (1830)の第 1章 の題名は 「Deinition and First Principles of

Science」 で 1ページか ら 9ページまであ り、Articlelか ら 24ま でで構成

されている。その内容は、四則演算、指数法則について、述べ られている。

『代数学』 (1830)第 2章の題名は 「On the methods of combining and

incorporating Algebraical Quantities by the operations or Addition,

Subtraction,Multiplication,and Division」 で、 10ペーージか ら 60ンペー |ジ

まであり、Article25か ら 46ま でで構成されている。その内容は多項式の

四則演算について述べ られている他、同類項のまとめ方についても整理 し

ている。

これ らで言及されている内容についてまとめたものが第 3章であり、第

1章及び第 2章についてはその重要性については劣るものとなっているさ
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らに、言 うまでもないことであるが、ピーコックは 1830年版か ら 1842

年版の間には考え方を整理 してお り、その間の重要な著作 として“A Report

on the Recent Progress and Actual State of Certain Branches of

Analysis"が あるが、 これについて次節で簡単に述べる。

4 “A Report on the Recent Progress and Actual State of Certain

Branches of Analysls'' につもヽて

本著作は 1833年 にケ ンブ リッジで開催 されたイギ リス科学振興協会

(British Association for the Advancement of Science、 略称 BAAS)の 会議

のピーコックによる報告で、 1834年 に刊行 された報告書の一部である 2。

本著作は 150ペ ージを超える非常に長大な報告 となっているが、代数学に

ついては、 185ページか ら 288ページを占めている。

代数学についての述べ られた部分 には、キー ワー ドとして Science of

Suggestionと The Permanence of Equivalent Formsに ついての詳細な記

述がある。 これ らは次のように非常に重要な記述 となってお り、『代数学』

の後の版へ繋がるものとなっていることは論を待たない。

まず、「提示の科学」(Science Of Suggestion)に ついては、以下のように

説明される3。

算術的な科学、もしくは算術的代数は記号的代数の適切な基礎を供給

しないにもかかわらず、それは必然的にその原理、もしくは、むしろそ

の組合せの「規則を提示」する。

これは、算術的代数と記号的代数は全く別のものであるが、その原理に

ついては算術的代数を基礎としていることを意味しており、そしてその取

扱いの方法として、次の「等しい形式の不変性の原理」(The Permanence

of Equivalent Forms)に ついて、以下のように説明される4。

】蹴
=翼
れ胤 c鰯∬乙LttL協留:言    3,pp

185‐ 352.
3 rbゴdt,p. 195.

4 Jら」idt,p.198.
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算術的代数 との関係を提示の科学 という見方で見る時、「等 しい形式の

不変性の原理」と名付けても差 し支えないこの原理は、記号的代数のす

べての規則の本当の基礎を構築することか ら、その最 も一般的は形式に

おいてそれを表現することは正当であると言っても構わない。そのため、

その拠 り所ははっき りと要請するであろうし、またその結果の最 も重要

なものの幾つかは指摘されるであろう。

先述のようにこれ らの主張は、1842年、1845年 に刊行 された『代数学』

の 2巻本 と同一であ り、またそれ らに先駆けたものとなっている。従って、

後年の『代数学』におけるピーコックの主張を理解するためには、この論

文での主張を理解することが必要不可欠であることがわかるだろう。

6 結論及び今後の課題

今まで述べてきたように、1830年 の『代数学』か ら後年の『代数学』ヘ

のピーコックの思考の変遷を見て行 くためには、1830年に刊行 された 1巻

本 と、 1842年、 1845年に刊行 された 2巻本の『代数学』の精読、及びそ

れ らの具体的な差異についての調査が必要である。 しか しさらに重要な事

項 として、前節で述べた “A Report on the Recent Progress and Actual

State of Certain Branches of Analysis"の 精読及びその理解が不可欠であ

る。

これ らについては、今後の課題としたい。
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